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データ等記載内容についてのご注意 

■本書記載のデータ等記載内容は、代表的な実験値や調査に基づくもので、その記載内
容についていかなる保証をなすものではありません。 
■ご使用に際しては、必ず貴社にて事前にテストを行い、使用目的に適合するかどうかおよび
安全性については、貴社の責任においてご確認ください。 

■本書記載の当社製品およびこれらを使用した製品を廃棄する場合は、法令に従って廃棄
してください。 
■ご使用になる前に、詳しい使用方法や注意事項等を技術資料・製品安全データシートで
確認してください。 
　これらの資料は、当社の担当部門にご用意してありますので、お申しつけください。 
■本書の記載内容は、新しい知見により断りなく変更する場合がありますので、ご了承くだ
さい。 

警  告 
●水や汗・涙等の水分と接触すると強いアルカリ性になり、皮膚、目、呼吸器等を刺激したり、粘膜に炎症を起こします。
●目に入れないこと。入った場合は、直ちによく洗浄し、専門医の診断を受けること。●皮膚に付けないこと。 
●鼻や口に入れないこと。●保護メガネ、防塵マスク、ゴム手袋を着用のこと。●子供に触れさせないこと。 
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躯体防水材「シャガード」は、エトリンガイト
とCSHの生成によって空隙を充てん、組織
を緻密化し、防水性を向上させます。また、
CSHゲルの生成によってひび割れを充て
んし、漏水低減効果が発現します。 

シャガードの特長 

・「シャガード」の標準的な使用量は、コンクリート1 あたり8㎏です。 
　砂（細骨材）に置き換える形で添加してください。 
・「シャガード」は、コンクリートを練混ぜる際、セメントなどと同時にミキサへ投入してください。 
・ 荷姿は8㎏、20㎏袋です 

シャガードの使用量と使用方法 

「シャガード」は、一般的な土木・建築に用いられ
るコンクリート構造物全般に使用することができ
ます。特に、水密性を要求される水理構造物（上
下水道・プール・ピット）において、その効果を発
揮します。 

シャガードの用途 •
•
•

•

•

•

•

「シャガード」を取り扱う際は、保護メガネ（ゴーグル）,手袋および防塵マスクを装着してください。 
「シャガード」は、コンクリートを練り混ぜる際、セメントなどと同時に添加してください。 
練混ぜには必ずコンクリートミキサを使用してください。アジテータ車などでの練混ぜは絶対に避
けてください。 
防湿処理を施した袋を使用していますが、「シャガード」は吸湿し易く、吸湿によって品質が劣化す
ることがありますから、湿気の多い場所での保管は避けてください。 
一旦開封した「シャガード」は、同日中に使用してください。使い残しは廃棄頂き、後日使用するこ
とは避けてください。 
コンクリートのフレッシュ性状に与える影響は小さいと考えられますが、事前の試験練りをお願い
いたします。 
その他、材料面における詳細な注意事項については、別途発行の製品安全データシート（MSDS）
をご参照ください。 

シャガード取り扱い上の注意 

シャガードの物性値 

透水係数の測定結果例 
（アウトプット法にて測定） 

圧縮強度の測定結果例 
（JIS A 1108に準じて測定） 

ひび割れからの漏水量測定結果例 
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「シャガード」によって、透水係数が著しく小
さくなり、防水性能の向上が確認できました。 

「シャガード」によって、コンクリートの圧縮
強度にはほとんど影響を与えません。 

「シャガード」によって、ひび割れからの
漏水を低減する効果が得られます。 

「シャガード」を用いたコンクリート試験体を作製し、
防水性能，強度及び漏水低減効果を測定しました。
「シャガード」によって、防水性能や漏水低減効果
は格段に向上、圧縮強度には影響を与えないこと
が確認できました。 

コンクリート配合 ； 水セメント比60％ , 細骨材率46％ 

密度（代表値） 

2.58g/cm3
 

外観 

淡灰色 

漏水低減効果 高い防水性 

優れた分散性 容易な取り扱い 

ブリーディング低減 

「シャガード」の物理的性質 

顕微鏡写真 

シャガードなし シャガードなし 

CSHゲルを積極的に生成 CSHゲルを積極的に生成 

エトリンガイトを積極的に生成 エトリンガイトを積極的に生成 

シャガード添加 

写真「シャガード」の適用先（イメージ） 

普通コンクリート 
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